
 
議
第
六
十
六
号

 

 

　
　
　

ぎ
ふ
農
業
活
性
化
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

 

 

　

ぎ
ふ
農
業
活
性
化
基
本
計
画
を
次
の
よ
う
に
策
定
す
る
も
の
と
す
る
。

 

 

　
　

令
和
八
年
二
月
二
十
六
日
提
出

 
 
 
 
 
 
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
　
　

岐
阜
県
知
事　
　

江　

崎　

禎　

英　

 

 

一　

基
本
理
念
及
び
目
指
す
将
来
像

 

　
　

楽
し
い
農
業
・
儲
か
る
農
業
の
実
現

も
う

　

１　

多
様
な
農
業
を
担
う
主
体
が
一
体
と
な
っ
て
食
料
供
給
を
支
え
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
農
業
構
造
へ
の
転

 換

 

　

２　

消
費
者
か
ら
選
ば
れ
る
農
畜
水
産
物
の
生
産
拡
大
及
び
需
要
創
出

　

３　

県
民
に
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
食
料
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
、
国
を
上
回
る
ペ
ー
ス
の
食
料
自
給
率

 

向
上

二　

基
本
方
針
及
び
重
点
施
策

 
 

 
 

基　

本　

方　

針

重　

点　

施　

策

 
 

 
 

 
 

新
た
な
担
い
手
の
確
保

１　

多
様
な
主
体
の
参
画
促
進

 
 

２　

地
域
農
業
を
牽
引
す
る
経
営
体
の
育
成

け
ん

 
 

 
 

 

潜
在
力
を
フ
ル
活
用
し
た
生
産
強
化

１　

農
畜
水
産
物
の
供
給
力
強
化

 

２　

魅
力
あ
る
農
畜
水
産
物
づ
く
り

 

 
 

新
た
な
流
通
ル
ー
ト
の
開
拓
、
販
路
拡
大

１　

品
目
に
応
じ
た
新
た
な
流
通
ル
ー
ト
の
開
拓

 
 

２　

立
地
や
集
客
力
等
を
生
か
し
た
販
路
拡
大

 

３　

消
費
者
と
の
信
頼
関
係
構
築
に
よ
る
販
路
拡
大

  
 

安
心
で
き
る
農
畜
水
産
業
と
農
村
の
環
境
整

１　

気
候
変
動
へ
の
対
応

 
 

備

２　

持
続
可
能
な
農
業
生
産
・
農
村
づ
く
り
の
推
進

 
 

３　

鳥
獣
害
対
策
の
推
進
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４　

生
産
を
脅
か
す
リ
ス
ク
へ
の
対
応

 
 

５　

地
域
資
源
を
生
か
し
た
農
村
振
興

６　

農
村
の
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化

 

 

三　

主
な
目
標
指
標

　

１　

地
域
農
業
を
牽
引
す
る
経
営
体
（
中
心
農
業
経
営
体
）
が
担
う
面
積　

二
八
、
八
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
令

 

和
十
二
年
度
）

　

２　

ア
グ
リ
パ
ー
ク
構
想
を
通
じ
農
業
に
参
画
し
た
主
体
数　

五
五
〇
件
（
令
和
八
年
度
か
ら
令
和
十
二
年
度

 

ま
で
の
合
計
）

 

　

３　

米
の
生
産
量　

一
三
五
、
〇
〇
〇
ト
ン
（
令
和
十
二
年
度
）

 

　

４　

園
芸
（
野
菜
・
果
樹
）
の
生
産
量　

八
四
、
九
四
〇
ト
ン
（
令
和
十
二
年
度
）

 

　

５　

畜
産
（
牛
・
豚
）
の
生
産
量　

一
五
六
、
二
七
二
頭
（
令
和
十
二
年
度
）

 

　

６　

県
産
農
畜
水
産
物
の
産
出
額　

一
、
五
二
七
億
円
（
令
和
十
二
年
度
）

 

　

７　

県
産
農
畜
水
産
物
及
び
そ
れ
を
主
原
料
と
す
る
加
工
品
の
輸
出
額　

三
五
億
円
（
令
和
十
二
年
度
）

 

四　

計
画
期
間

 

　
　

令
和
八
年
度
か
ら
令
和
十
二
年
度
ま
で
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